
「笑顔いっぱい、すくすく元気に育ってね！」

「元気にすくすく育ってね！　パパ・ママより」
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《3》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《2》

10
月
18
日

　旧
吾
川
中
学
校
体
育
館
で
、
仁

淀
川
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

約
４
０
０
人
が
出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　仁
淀
川
町
は
、
平
成
17
年
８
月
池
川
町
、

吾
川
村
、
仁
淀
村
が
合
併
し
て
仁
淀
川
町
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
た
今
年
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
記
念

行
事
を
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　当
日
は
式
典
に
先
立
ち
、
玄
蕃
太
鼓
振
興

会
に
よ
る
玄
蕃
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
で
来
場

者
を
歓
迎
。
そ
の
後
会
場
内
の
ス
ク
リ
ー
ン

で
は
、
10
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
仁
淀
川
町
の
未
来
に
思
い
を
は

せ
る
映
像
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
で
は
、
合
併
し
て
10
年
間
で
顕
著
に

功
績
の
あ
っ
た
個
人
４
人
と
５
団
体
の
功
労

者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
た
町
観
光
特
使
の
吉
田
類
さ
ん
と
仁

淀
ブ
ル
ー
の
名
付
け
親
で
あ
る
写
真
家
の
高

橋
宣
之
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　式
典
の
最
後
に
は
、
地
域
へ
の
愛
着
を
感

じ
、
町
の
未
来
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
と
記
念

式
典
に
あ
わ
せ
て
募
集
し
た
「
花
・
木
・

鳥
」
に
つ
い
て
も
発
表
が
行
わ
れ
、
応
募
の

中
か
ら
選
考
さ
れ
た
12
人
の
方
に
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

①旧吾川中学校体育館で行われた式典の様子　②功労者・感謝状受賞者の皆さん　③開式を宣言する１０周年記念

事業実行委員長 大原哲夫氏　④式典に先立ち披露された玄蕃太鼓振興会による力強い玄蕃太鼓の演奏

清
流
に
紡
が
れ
た
仁
淀
川
町 
清
流
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紡
が
れ
た
仁
淀
川
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合
併
10
周
年
の
節
目
を
祝
う

合
併
10
周
年
の
節
目
を
祝
う

【功労者・感謝状受賞者一覧表】

雲一つない晴天の下、鏡開きが盛大に行われ、保育園児が元気な踊りで会場を盛り上げた後、町内の伝統芸能などが次々 と披露されました。

高校生らのはじける笑顔と躍動的な踊りが

観客を魅了しました。

町の花 町の木 町の鳥

さくら 桜 ヤマガラ

『仁淀川町のおきゃく』に約１０００人

町のシンボル「花・木・鳥」が決まりました

　合併10周年記念式典終了後、体育館横のグラウンドで「仁淀川町

のおきゃく」とが行われ、約１０００人が来場しました。

　特設ステージ上で鏡開きが行われ、町観光特使の吉田類さんが

「10周年記念にふさわしい“仁淀晴れ”になりました」とあいさ

つ。乾杯の合図で盛大に開宴しました。会場には地元料理などが数多

く並び、来場者は「おきゃく」を心ゆくまで楽しんでいました。ステ

ージ上では、高校生による創作よさこいや秋葉まつりの花形「鳥毛ひ

ねり」、国の重要無形民俗文化財に指定されている、池川、安居、名

野川磐門神楽の三神楽、都と椿山の太鼓踊り、狩山豊年踊りなど、守

り続けられてきた伝統芸能などが次々披露されました。

　町内から訪れた人は、「伝統芸能や地元料理などが一堂に集まり、

町に一体感が生まれたように感じました。今日をきっかけに町がさら

に発展してくれればと願うばかりですね」と目を細めていました。

　仁淀川町合併１０周年に伴い、

町のシンボルとして町民が愛着を

持ち、新しいふるさと「仁淀川

町」にふさわしい「花・木・鳥」

を募集し、合併１０周年記念事業

実行委員会で協議・検討した結果、

右記のとおり決定しました。

　本町では、安居渓谷の川の色と称

される仁淀ブルーのイメージカラー

をその名付け親である写真家 高橋

宣之さんの監修の下、決定しました。

今後は、町のＰＲなどに活用し、イ

メージアップにつなげていきます。

選考された皆さん（順不同・敬称略)

■町の花　藤原　勉　中西二三　神原多美

　　　　　古味　良　岡村千章

■町の木　藤原幸子　安部　寛　中内純子

　　　　　西村みどり  中越義榮

■町の鳥　岡村千章　川村豊美　中西二三

　　　　　安部　寛　中越伊勢夫

“仁淀ブルー”の色を決定しました

❶❶❹❹ ❸❸

❷❷

DIC・577



くいしんぼー！！くいしんぼー！！

田村カブの苗植え体験で伝統野菜学ぶ

笑顔あふれる
　　池川大運動会

運動会で広がる輪 障害者連合会運動会

畑に現れた奇妙な・・・

《5》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《4》

１０月４日　合併１０周年を記念した「くいしんぼマラソンin仁淀川

町」が、大渡ダム周辺コースで行われ、県内外から５００人のランナ

ーがダム湖畔から山の奥へと続く渓流の景色とグルメを堪能しながら

駆け抜けました。

　大渡ダム公園をスタートして、別枝の春日神社を折り返す２１.０９

７キロのコース。大会ゲストで世界陸上セビリア大会銀メダリストの

市橋有里さんが号砲を鳴らして一斉にスタートしました。ダム湖畔沿

いに続く穏やかな平坦コースを進むと、折り返し地点手前に待ち構え

る高低差２００メートルの坂。顔をゆがめながら苦戦するも、コース

内６カ所の給水所に並べられた、仁淀川町の特産品のいり餅や串カツ、

高糖度トマト、茶大福などが疲れを癒やし、地元住民の懸命な声援が

ランナーを励ましました。

　走り終えた参加者は、「自然の景色が最高であっという間でした」、

「とにかく食べ物がおいしくて足の痛さより満腹でお腹の方が苦しい

です」、「子どもから

お年寄りまで沿道で旗

や手を振ってくれ、大

きな声援のおかげで限

界からさらに頑張れま

した」などと“くいし

んぼマラソン”を満喫

した様子でした。

10月8日　仁淀川町の伝統野菜「田村カブ」を知ってもら

おうと、池川小学校で苗植え体験を行いました。

　これは、「田村カブ」の魅力を伝えようと地元住民ら

で立ち上げた「田村蕪式会社プロジェクト」が企画。メ

ンバーの一人、ジュニア野菜ソムリエの押岡洋子さんが

同校を訪れ、その由来と魅力について紹介しました。育

てたカブは来年１月の学校給食で使われる予定です。

9月28日　山中美代さん(岩丸・写真左)の

家庭菜園で、大きな瓜のようなものが見

つかりました。つるが伸びて隣の畑です

くすく育っていったとのこと。見つけた

時はその大きさにとにかく驚いたそうで

す。ひょうたんのようなこの正体はいま

だ分かっておらず、現在も調査中です。

10月15日　池川体育館で平成27年度中央西地区障害者連合会

運動会が行われ、仁淀川流域6市町村が集まり約90人が参加し

ました。

　これは、スポーツ活動の機会が少ない障害者の方が他地域の

方と一緒になって運動を行い、交流を深めることを目的に毎年

開催しています。会場では、糸巻きや玉入れなど７種目が行わ

れ、参加者は仲間と楽しい時間を過ごしました。

10月11日　池川小学校グラウンドで

池川大運動会が行われ、今年も８地

区が集まり、にぎわいました。

　地区ごとにさまざまな応援が行わ

れ、競技ごとに歓声があがっていま

した。

心もお腹も満腹！
自然 景色 おもてなしを堪能しつつ500人駆ける！

くいしんぼマラソンin仁淀川町

心もお腹も満腹！
自然 景色 おもてなしを堪能しつつ500人駆ける！

くいしんぼマラソンin仁淀川町

走ることを
楽しみましょう！！

スタート前、市橋有里さんを囲んで気合を入れるランナーたち

優勝の大西地区（閉会式の様子）

準優勝と健闘した仁淀川町・越知町合同チーム

▲

大
会
ゲ
ス
ト
の
市
橋
有
里
さ
ん

給
水
所
付
近
で
は
、
お
い
し
そ
う
に
地
元
食
の
特
産
品
を
味
わ
う
ラ
ン
ナ
ー
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
何
よ
り
応
援
す
る
ス
タ
ッ
フ
や
町
民
の
懸
命
な
声
援
と
お
も
て
な
し
の
心
が
ラ
ン
ナ
ー
の
背
中
を
押
し
、
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

あ　り

分
か
ら
ん
け
ど

　
大
き
い
ね
！

こ
れ
何
や
ろ
ね
？



長寿を祝って ～総理大臣から祝状贈呈～山里の伝統芸能  「都踊り」奉納

ご長寿おめでとうございます
　小﨑　秋代さん（大崎）が１００歳に

おいしいコメになあれ！！
    長者小児童が稲刈り体験

《7》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《6》

９月２４日　今年度めでたく満１００歳を迎えられる方々に、内閣総理

大臣からの祝状と銀杯を贈り、長寿をお祝いしました。

　これからも皆さんお元気でお過ごしください。右記の表は、平成２７

年度中に１００歳を迎える皆さんです。

※掲載を希望されない方の氏名・写真は載せていません

10月４日　都地区の皇陵塚で安徳帝をしのび、

「都踊り」が奉納されました。

　今年も町内外から踊り手14人が集まり、木々

に囲まれた皇陵塚で踊りを奉納。太鼓の響きと

歌に合わせて、扇子がひらひらと舞う風流な光

景に約40人の見物客から拍手が送られていまし

た。踊りの後は、皆が集まり酒を酌み交わし、

山里は時ならぬ賑わいに沸き返りました。

　規模は小さくても、守っていくべき伝統行事

の伝承は、人と人との絆で結ばれ、次の世代へ

と確実に引き継がれています。

秋の陣 玄蕃 勝頼公祭り
10月10日　武田勝頼伝説を生かした町おこし

に取り組む「武田勝頼土佐の会」（岡林照壽会

長）主催の「秋の陣 玄蕃 勝頼公祭り」が大崎

保育所前で開催されました。

　会場周辺では、香川県の「丸亀鉄砲隊」によ

る火縄銃演武やよろいやかぶとを身に着けて勝

頼らに扮した武者行列もあり、辺りは戦国ムー

ド一色に。続けて山田太鼓の力強い太鼓演奏が

披露され、会場は大いに盛り上がっていました。

テキーラが持ち味生かし優勝
　９月１０日から１０月８日にかけて、さくらクラ

ブ吾川年齢別ソフトボール大会が行われ、ナイター

で熱戦が繰り広げられました。 

　この大会は、その名のとおり年齢制限があり、４０

歳以上２人、３０歳以上２人、ピッチャーは３５歳

以上。各年代それぞれが持ち味を発揮した「テキー

ラ」が会長杯に続き、見事優勝を飾りました。

10周年で“大笑い”
ラジオ公開録音に400人
10月9日　合併10周年記念NHKラジオ「真打ち

競演」公開録音が、旧吾川中学校体育館で行われ

ました。おなじみの漫才師や落語家など6組が出

演し、自慢のネタを次々と披露。軽快な語りや観

客との掛け合いに、会場に詰め掛けた人たちは、

拍手と爆笑の渦に包まれていました。

　この日の1本目の収録は、12月12日(土)午前10

時05分からNHKラジオ第１で、また2本目は12

月19日(土)同時刻から放送される予定です。

　笑いの競演のひととき、どうぞお楽しみください。

10月15日　小﨑秋代さんが100歳の誕生日を迎えられま

した。大石町長が小﨑さんのもとを訪れ、「これからも

健康に注意して、長生きしてください」と声を掛け、長

寿祝い金を贈呈しました。

　会場には、「祝長寿　おめでとうございます」と書か

れた手作りの横断幕が飾られ、家族や施設関係者みんな

で祝福しました。長生きの秘訣はと尋ねると、「なんち

ゃあしてないが、ご飯がおいしい。嫁さんが優しい」と

照れくさそうに話してくれました。

　小﨑さん、いつまでもお元気でお過ごしください。

10月6日　長者小学校４、５年生９人が、

学校近くの水田で自分たちが植えたコメ

を収穫しました。

　児童はだんだんクラブメンバーの指導

を受け、黄金色に実った稲穂を刈り取り

ました。その後稲刈り機を使っての機械

刈りも体験しました。児童は「だんだん

慣れてきた」、「機械操作が面白かっ

た」と話すように、手を休めることなく、

最後まで元気に作業に熱中していました。

　収穫したコメは、後日脱穀作業を行っ

たあと、収穫祭を開催する予定です。

片岡さん 小﨑さん

町長との記念撮影で万歳をして喜ぶ小﨑さん

男性は右手に撥、左手に太鼓。女性は両手に家紋入りの「扇子」を
持って輪になって踊りを披露しました

織田さん 中川さん

　稲刈りから稲木に稲をかけるまで約２時間。

　青空の下、大イチョウ前の棚田に秋の風物

　詩完成！

大
爆
笑
の
会
場

優
勝
し
た
「
テ
キ
ー
ラ
」
の
選
手
た
ち

大迫力の鉄砲隊演武の様子



広 告

《9》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《8》

10
月
11
日

　高
知
県
消
防
学
校
で
「
高
知
県
消
防
操
法
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
２
種
目
が
行
わ
れ
、

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
そ
れ
ぞ
れ
18
チ
ー
ム
が
日
ご
ろ
鍛
え

た
操
法
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　決
戦
の
舞
台
で
は
、
審
査
員
の
「
操
法
開
始
」
の
合
図
で
戦

い
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
張
り
つ
め
た
緊
張

の
中
、
森
分
団
、
池
川
分
団
と
も
に
仲
間
や
家
族
の
声
援
に
後

押
し
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
最
高
の
操
法
を
披
露
。
見
事
Ｗ
優
勝

を
飾
り
、
町
消
防
団
の
操
法
技
術
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　大
会
を
終
え
、
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
選
手
た
ち
は
達
成

感
に
満
ち
溢
れ
、
と
も
に
頑
張
っ
て
き
た
仲
間
と
言
葉
を
交
わ

し
な
が
ら
健
闘
を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。
『
火
消
魂
』
の
伝
統

を
引
き
継
ぐ
選
手
た
ち
の
健
闘
に
仲
間
か
ら
は
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
が
掛
け
ら
れ
、
町
消
防
団
の
絆
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　森
分
団
・
池
川
分
団
の
Ｗ
優
勝
に
加
え
、
総
合
優
勝
と
最
高

の
結
果
で
仁
淀
川
町
合
併
10
周
年
の
節
目
に
花
を
添
え
た
今
大

会
。
森
分
団
は
来
年
長
野
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
高
知
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
町
の
希
望
と
し
て
、
さ
ら
に
輝
き

を
増
す
仁
淀
川
町
消
防
団
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■日　時　11月7日（土）15:00～※雨天順延
■場　所　仁淀川町長者（おおいちょう前の棚田）

■催し物

　★15：00～ 出店開始・合唱等(長者小児童)

　★15：40～ 和太鼓演奏(一圓想)

　★16：10～ フラサークルアロアロ（フラダンス）

　★16：40～ ろうそく点灯

　★17：00～ コンサート  ハナカタマサキ／チィピ

　　　　　　　チ／しゅうちゃんバンド／豆電球

　★19：40～ カラオケ大会

イベント・催し物　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 森分団・池川分団Ｗ優勝の快挙　仁淀川町消防団が総合優勝飾る　

森分団 が 全国大会 へ ！「星が輝くだんだんの里」で
　　　　ロマンチックな夜を過ごしませんか？

第９回長者ＤＥキャンドルナイト

■日時　11月29日(日) 13:00～
■場所 

　仁淀多目的研修集会施設

　３階多目的ホール

■問い合わせ

　仁淀教育事務所

　☎３２－１０４１

仁淀芸能祭
■日時　11月８日(日) 10:00～ ※雨天決行  
■場所　中津渓谷 笑美寿茶屋～ゆの森

■出し物 

　猪鍋／地元産そば打ち実演販売／よもぎ餅

　地元田舎料理／あめご串焼き／田楽など

■問い合わせ 

  仁淀川町産業建設課　☎３５－１０８３

中津渓谷紅葉まつり
晴れ晴れとした表情で喜びをかみしめる森分団（前列）と池川分団（後列）の選手たち

池川分団（ポンプ車）森分団（小型ポンプ）

【大会結果】

男
た
ち
の
熱
き
戦
い
！ 

火
点
を
目
指
し
疾
走

高
知
県
消
防
操
法
大
会

【小型ポンプ操法】

      　森分団

指揮者 合田　真也

１番員 内田　智仁

２番員 中越　星志

３番員 西森　一章

補助員 中田　光一

 【ポンプ車操法】

       池川分団

指揮者 橋本　祐治

１番員 中川慎太圭

２番員 大田　諭

３番員 岡林　翼

４番員 川村　大輔

補助員 大田　哲史

出 場 選 手

■問い合わせ

　だんだんくらぶ会長兼事務局

　☎３２－２０２８(西森勇幸)



町内図書室ご利用のお知らせ町内図書室ご利用のお知らせ

《11》 広報によど川 11月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

スポーツの秋！
　　　運動で高血圧予防

広報によど川 11月号 《10》

 12月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)

▲

 4日(金)　小児科医の講話(子育て支援センター内　10：00～12：00)
　　  　　　小児科医の相談会(中央公民館　13:00～15:00)　※個別相談は要予約

■問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター (仁淀川町大崎158)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　子育てに不安はありませんか？より良い環境で子育てができるように

　支援します。「まったりタイム」を一緒に過ごしましょう♪

仁淀川町母子支援事業は子育てママや妊娠中の方、どなたでも参加できます。 

この機会にぜひ悩みや不安を解消し、楽しく子育てができることを願っています。

　ウォーキングやジョギング、ラジオ体操など、会話

ができる程度のゆっくりした運動を有酸素運動と言い

ます。酸素をたくさん使って運動するので、身体にた

まった脂肪を燃焼してエネルギーを作ります。肥満や

高血圧、糖尿病予防にも大変効果があります。また、

記憶する働きがある「海馬」を大きくするとも言われ、

認知症予防にも効果があると言われています。

　仁淀川町は、高血圧の持病がある方が多く、健診結

果も血圧が高い方の割合が多い傾向にあります。高血

圧予防や脳卒中、心筋梗塞を防ぐためにも、ウォーキ

ングなどの運動を生活の中に取り入れましょう。

　朝晩涼しくなり、スポーツやウォーキング

など、身体を動かしやすい季節になりました。

ご自身の健康のため、気分転換に、スポーツ

の秋を楽しんでみませんか？

　下記の日程で、運動教室を行います。

病気予防や気分転換に効果的な運動を

知って、楽しく身体を動かしましょう！

＊１１月２４日（火）

　仁淀川町中央公民館

＊１２月　８日（火）

　池川コミュニティセンター

＊平成２８年１月１９日（火）

　仁淀多目的研修集会施設

　各回とも１３時３０分～１５時まで

行います。参加を希望される方は、１

週間前までに申し込みをお願いします。

■問い合わせ・申し込み

　仁淀川町役場保健福祉課

　☎３５－０８８８

　池川総合支所健康福祉課

　☎３４－２３２１

　仁淀総合支所健康福祉課

　☎３２－１１３２

　下名野川地域集会所で、７月から３カ月間、週１回、運動教室

を実施しました。健康運動指導士の指導のもと、全身のストレッ

チや、筋肉をつけ歩きやすく転びにくい身体をつくるための体操、

認知症予防の手先を使った体操などを行いました。参加者からは、

「痛みが楽になった」「足があがりやすくなった」等の声も聞か

れ、笑い声がひびく楽しい教室でした。

　教室は終了しましたが、今後、地域の方が自主的に集まって体

操を継続することになりました。毎週月曜日の午後２時から下名

野川地域集会所で体操を行っています。お近くの方は、どうぞご

参加ください。

　町内には、中央公民館・池川教育事務所・仁淀教育事務所・長者出張所の４カ所に

図書室があります。そこには、町が購入した本や寄贈本、県立図書館から定期的に借

り入れている本があります。自由に無料で利用することができます。

　仁淀教育事務所にたくさんの本を

寄贈していただきました阿部千春 

様(大阪市)ありがとうございました。

やりゆうぞね！運動教室！ ～下名野川地区～やりゆうぞね！運動教室！ ～下名野川地区～

運動の効果　その①

　特定健診受診者の問診項目では、運動習慣がある方

が少ないという結果が出ています。運動習慣は、病気

の予防だけでなく、運動をした後の爽快感や達成感な

ど、気分転換やストレスの解消にもなります。

　そのほかにも、筋力の維持や歩行・バランス能力、

心臓や呼吸機能にも良い影響があります。

運動の効果　その②

コツコツウォーキング教室
のお知らせ

１１月１０日に
県立移動図書館がやって来ます
     ～一緒に本を選びませんか～

今月の新刊本

寄贈本のお礼

■問い合わせ　中央公民館 ☎３５－００１９　池川教育事務所 ☎３４－２４８０　仁淀教育事務所 ☎３２－１０４１

　仁淀川町中央公民館

「流」東山彰良／著

「海の底」有川　浩／著

「天空の蜂」東野圭吾／著

　仁淀教育事務所

「プラージュ」誉田哲也／著 

「ホテル1222」アンネ・ホルト／著 

「始末屋」宮本紀子／著 

　池川教育事務所

「アデスタを吹く冷たい風」トマス・フラナガン／著　　

「ママがおばけになっちゃった！」のぶみ／作　

「禁断の魔術」東野圭吾／著(文庫)

「特別料理」スタンリイ・エリン／著

「王とサーカス」米澤穂信／著

読書支援員

竹本さんのオススメ本

『ヨーコさんの“言葉”』　

「100万回生きたねこ」の

佐野洋子さんが大人に向

けて書いた絵本です。

場所

県立移動図書館の予定

※仁淀教育事務所、池川教育事務所、

　中央公民館で寄贈本を受け付けて

　いますので、よろしくお願いします



《13》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《12》

●
決
算
の
概
要

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
81

億
４
、
７
８
２
万
円
、
歳
出
77
億
９
、
４
８
０

万
円
で
、
前
年
対
比
で
は
歳
入
が
２
・
１
％
の

減
、
歳
出
が
２
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
字
額
は
、
平
成
27
年
度
に
繰
り
越
す
事
業
の

財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
で
、
１
億
９
、
０
９

９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
比
べ
、
平
成
26
年
度
の
歳
入

歳
出
が
減
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
平
成
25
年
度

決
算
に
お
い
て
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た

繰
越
事
業
が
多
く
、
決
算
規
模
が
膨
ら
ん
だ
こ

と
が
起
因
し
て
い
ま
す
。

●
歳
入
決
算

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比
２
・
４

％
減
の
39
億
９
、
８
８
１
万
円
で
、
歳
入
総
額
の

約
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
交
付
税
も
平
成

28
年
度
か
ら
段
階
的
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
減
額
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
事

務
事
業
等
の
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
（
借
金
）
に
つ
い
て
は
、
12
億
３
、
５
９

４
万
円
で
、
積
極
的
な
施
設
整
備
等
に
よ
り
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
繰
上
償
還
を
計
画
的
に
行

い
、
残
高
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

●
歳
出
決
算

　
普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比

９
・
７
％
増
の
18
億
２
、
７
４
５
万
円
で
、
大
崎

保
育
所
や
地
域
集
会
所
等
の
整
備
に
よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
（
０
・
１
％
増
）
、

公
債
費
（
３
・
６
％
増
）
、
扶
助
費
（
７
・
３
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、

臨
時
福
祉
給
付
金
に
よ
り
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

一
般
会
計
補
正
予
算
が
成
立
し
、
総

額
90
億
６
、
９
５
６
万
２
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
公
債
費
（
借
金
）

の
繰
上
償
還
に
３
億
４
、
１
５
８
万

３
千
円
、
国
が
推
進
し
て
い
る
地
方

創
生
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
創
生

基
金
を
設
置
し
、
そ
の
積
立
金
と
し

て
１
億
円
、
仁
淀
川
町
ふ
れ
あ
い
公

園
（
北
浦
）
の
借
地
解
消
の
た
め
、

土
地
購
入
費
４
、
８
５
６
万
円
を
補

正
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
補
正
は
、

町
の
将
来
の
負
担
軽
減
や
積
極
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
補

正
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仁
淀
総
合
支
所
庁
舎
を
整
備
す
る

た
め
、
庁
舎
基
本
設
計
と
し
て
、
４

６
３
万
４
千
円
を
補
正
し
、
併
せ
て

実
施
設
計
を
債
務
負
担
行
為
（
平
成

28
年
度
予
算
の
確
約
）
と
し
て
１
、

６
２
０
万
円
補
正
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
移
転
先
の
仁
淀
総
合
支
所
前
の

解
体
造
成
工
事
を
行
う
た
め
１
、
５

０
０
万
円
を
補
正
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
度
を
表
す
実
質
公
債
費
比
率
が
、
平
成
26

年
度
は
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
前
年
度
よ
り
１
・
５

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し
た
。
こ
の
比
率
は
、
低
い
ほ
ど
健

全
で
あ
り
、
仁
淀
川
町
は
、
県
内
の
市
町
村
で
３
番
目
に

低
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
計
画
的
な
公
債

費
（
借
金
）
の
繰
上
償
還
の
実
施
や
交
付
税
措
置
の
有
利

な
起
債
に
限
定
し
た
借
入
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
普
通
交
付
税
が
段
階
的

に
減
少
す
る
と
共
に
、
普
通
交
付
税
の
算
定
に
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
国
勢
調
査
の
人
口
減
の
影
響
に
よ
り
比

率
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　平
成
26
年
度
決
算
が
9
月
町
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　毎
年
公
表
さ
れ
る
決
算
報
告
は
、
町
の
将

来
を
見
極
め
る
う
え
で
大
切
な
指
標
と
な
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決

算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

仁淀総合支所庁舎整備

比率の推移

仁淀川町ふれあい公園（北浦）土地購入

平
成
26
年
度

決
算
報
告

一

般

会

計

決算の状況
９月補正予算５億１,９１０万円

■支出の内訳

※町民１人あたりの金額は、平成２７年３月３１日現在の人口６,０９１人で割ったものです。

将
来
に
向
け
て
の

　
　
　補
正
予
算

健
全
財
政
の
維
持

補正額４６３万円

仁淀総合支所庁舎基本設計

補正額４,８５６万円

面積９,２０９.６８㎡

後年度年間３１７万円の借地料が不要になります

実質公債費比率とは？
　一般会計の借金返済額や特別会計の借金返済

額に対する一般会計の負担額等の総額が、町税

や普通交付税等の使途が自由な収入のうち、ど

のぐらいを借金返済のために、使っているかを

示すものです。

7,794,797

8,147,820

8,027,849

8,319,500

町民１人あたりに使われたお金　１,２７９,７２４円



広報によど川 11月号 《14》《15》 広報によど川 11月号

■■■お知らせコーナー■■■

○
客
室
清
掃
ス
タ
ッ
フ

　

■
時
給
７
０
０
円
〜
７
5
０
円

  

（
客
室
清
掃
・
温
泉
清
掃
）

※
高
校
生
可

■
時
間

　８
時
〜
14
時

■
出
勤
日

　

　土
、
日
な
ど
週
２
日
程
度

○
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

■
時
給
8
０
０
円
〜
8
5
０
円

　（
レ
ス
ト
ラ
ン
接
客
、
食
器
洗
い
）

※
高
校
生
可

■
時
間

　18
時
〜
21
時

○
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

■
時
給

　８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　７
０
０
円
〜
７
５
０
円

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

し
尿
の
汲
み
取
り
は

　
　
　
　
　お
早
め
に

四
国
一
斉

　12
時
間
電
話
相
談

人
権
擁
護
委
員
は

　あ
な
た
の
身
近
な

　
　相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

中
津
渓
谷
ゆ
の
森

　
　従
業
員
募
集
中

　17
時
30
分
〜

　８
０
０
円
〜
８
５
０
円

■
時
間

　①
12
時
〜
21
時

　②
15
時
〜
21
時

■
出
勤
日

　

　①
週
５
〜
６
日

■
申
込
方
法

　電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
持

　参
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
各
種
保
険
制
度
あ
り

 

（
条
件
に
よ
る
）

■
問
い
合
わ
せ

　中
津
渓
谷
ゆ
の
森
（
井
上
）

　仁
淀
川
町
名
野
川
2
5
8
―
１

　☎
０
８
８
９
・
３
６
・
０
６
８
０

お役立ち防災グッズ①高吾北消防本部からのお知らせ

　年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取

り
は
、
12
月
29
日
（
火
）
で
終

了
し
、
１
月
４
日
（
月
）
か
ら

開
始
し
ま
す
。

　ま
た
、
年
末
は
汲
み
取
り
の

申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
す
の
で
、

で
き
れ
ば
11
月
中
、
遅
く
て
も

12
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
は
、

汲
み
取
り
業
者
へ
申
し
込
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

  

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で

す
か
。
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に

絶
え
ず
見
守
り
、
も
し
、
人
権

が
侵
さ
れ
た
と
き
に
は
法
務
局

と
連
携
し
て
、
救
済
の
た
め
の

適
切
な
措
置
を
採
る
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
思
想
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

  

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域

社
会
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
は
、
お
気
軽
に
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
内

容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　本
町
の
人
権
擁
護
員
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

■
西
森

　文
美
（
上
土
居
第
三
）

■
西
森

　君
香
（
形
部
）

■
植
田

　和
生
（
東
村
下
）

■
井
上

　三
信
（
寺
村
）

　高
知
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
12
時
間
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
内
容

　差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、

い
じ
め
、
D
V
な
ど
、
家
庭
や

近
隣
関
係
等
に
お
け
る
、
法

律
・
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談

■
相
談
日
時

　12
月
４
日
（
金
）

　９
時
〜
21
時

■
相
談
電
話

　☎
０
１
２
０
・
４
５
９
・
７
３
７

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
５
０
３

　弁
護
士
資
格
・
司
法
書
士
資

格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員
が
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、

い
じ
め
、
D
V
な
ど
、
家
庭
や

近
隣
関
係
等
に
お
け
る
、
法

律
・
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談

■
相
談
日
時

　12
月
8
日
（
火
）

　10
時
〜
16
時

※
12
時
〜
13
時
は
休
み

■
相
談
場
所

　高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁  

　舎
９
階

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
５
０
３

《寝袋＋マット》
　ようやく避難してきたのに、

そこは体育館。しかも布団が

足りないので寒いし床が硬く

て眠れない、なんてことがあ

るかもしれません。キャンプ

用の小さく丸めたり畳んだり

できる寝袋とマット（２̃３

枚重ねるとなお良し）があれ

ば便利です。

《衛生グッズ》
　災害時、長期間にわたって入浴できないということも考えられます。

　☆使い捨て濡れタオル…ウェットティッシュのようにケースから引き出して使うタイプのタオル

　　　　　　　　　　　　です。水なしで体が拭けます。ボディペーパー等の除菌のできるタイプ

　　　　　　　　　　　　と組み合わせると体臭も抑えられます。

　☆ドライシャンプー……水なしで洗えるシャンプーです。頭に吹き付けマッサージした後ふき取

　　　　　　　　　　　　ると、頭がすっきりします。　

　☆歯磨きシート…………指に巻き付け歯をこすると、口臭や口内の粘つきがすっきりします。

《非常用トイレ・携帯トイレ》
　水道、下水道が止まると

やはり不便なのがトイレで

す。東日本大震災時、３日

以内に仮設トイレが設置さ

れた避難所は３４％、１週

間以内でも５１％でした。

家族分×数日分は用意して

おくといいでしょう。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　寄
付
金

　片
岡

　慎
助 
様(

松
戸
市)

　小
畑

　智
俊 

様

　
　
　
　
　

  

　

(

和
歌
山
市)

　水
澤

　友
恵 

様(

東
京
都)

　
◇
広
報
寄
付
金

　氏
次

　満
子 

様(

大
阪
市)

　山
口

　幸
子 

様(

松
前
町)

　神
原

　太
一 

様

　
　
　
　
　

  

　

(

東
大
阪
市)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発

行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

 

　

 

　仁
淀
川
町
役
場

 

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　中
田

　雅
浩 

様

　
　
　
　
　
　

(

上
土
居
第
三)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

   

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

く
ら
し
の

    

悩
み
ご
と
相
談
所

※あくまで“あると便利”という程度なので、避難する際、荷物が多くなりすぎるようなら無理して
　準備する必要はありません

■問い合わせ　高吾北消防署　☎２６-２１１１ 　仁淀川分署   ☎３５-００１７



①

②

《17》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《16》

　地震が起きた際、被災した建物について、余震で倒壊するなどの危険性があるかどうかを判定して

表示を行うものです。国や地方公共団体、建築関係団体などが連携し、被災地域に判定士を派遣して

行います。

　大きな地震が起きると建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても地震に対する強さが

弱まっている可能性があります。大きな地震の後には数回の余震が予想されますが、弱くなった建物

は、余震によって倒壊したり部材が落下したりして人的被害を起こしかねません。このため、被災者

がそのまま家にいていいのか、避難所に避難した方がいいのかなどを判断するために、救命・救急・

消防活動と並行してできるだけ速やかに応急危険度判定を行う必要があります。

　犯罪の被害に遭われますと、その後においても事件を思い出して怖くて不

安になったり、眠れなくなったりするなど、心身ともにいろいろな症状に悩

まされることがあります。警察は、あなたの味方です。

　警察では、各種相談電話を設置し、それぞれ専門の職員が相談にお応えし

ます。ひとりで悩まないで、まずは電話をかけてください。

※この判定は、罹災証明

や恒久的使用の可否判

断が目的ではなく、緊

急的な震災直後の安全

確保のためのものです

公用車を公売します

『犯罪被害者給付制度』 をご存じですか？

犯罪被害に遭われた方、ひとりで悩んでいる方へ

ご存じですか  被災建築物応急危険度判定

■問い合わせ

　高知県土木部

　建築指導課

　☎０８８－８２３－９８９１

　仁淀川町では使用しなくなった公用車を入札により公売します。

　購入を希望される方は総務課管財係までご連絡ください。

　詳細については役場本庁・各総合支所・各出張所の掲示板に告

示するほか、ご連絡をいただいた入札参加希望者には「公告

（写）」と「入札参加資格申請用紙」を配布します。

■入　札　方　法　条件付一般競争入札(せり売りではありません）

■入札参加資格者　仁淀川町内に住所を有する者、もしくは仁

　　　　　　　　　淀川町内に事務所または事業所を有する者

                  　　 （他、詳細についてはお問い合わせください）

■入　札　物　件　

■入札参加申込期限　１１月２０日（金）午前１０時まで　　■開札日　１２月１日（火）午後１時～

■問い合わせ先　仁淀川町役場総務課管財係　☎３５－０１１１

『
犯
罪
被
害
給
付
制
度
』
と
は

　殺
人
等
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の
ご
遺
族
ま

た
は
重
傷
病
も
し
く
は
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を
受
け
た
被
害
者
の
方
に
対
し

て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的･

経
済
的
打
撃
の
緩

和
を
図
り
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

＜給付金の種類と給付金が支給される方＞

詳しいことは、地元の警察署 または警察本部県民支援相談課被害者支援室

（☎０８８－８７１－３１１０）までお問い合わせください。

※佐川警察署 (☎２２－０１１０) でも各種相談にお応えしております

佐
川
警
察
署
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す



《19》 広報によど川 11月号 広報によど川 11月号 《18》

地域おこし協力隊がゆく

　さて、皆さんのこんにゃくの食べ方や作られていた方のお話を

お聞きしたいと思い、池川地区のいきいきデイにお邪魔しました。

また、こんにゃくをサイコロ状に切り、黒蜜ときなことあんこを

のせた「こんにゃくデザート」を試食していただきました。こん

にゃくの甘いデザートは意外な組み合わせですが、皆さんにもお

いしいと好評でした。

　こんにゃくは昔は各家庭で作られており、くどやいろりの灰を

使いお盆やお彼岸などに食べるごちそうでした。こんにゃくの起

源を調べてみると、縄文時代から食べられていたと言われ、鎌倉

時代にはお供えや僧侶や貴族が食べる貴重な食べ物だったそうで

す。昔から「腸の砂おろし」として悪いものをさらい身を清める

という意味もあったそうです。

 

食べ方では「お白和え」がおいしいという声が一番多かったです。

その他にも次のような意見がありました。

　・大晦日にいろりで焼いたこんにゃくの田楽が一番

　　おいしかった（岩柄地区）

　・おからを入れたこんにゃくを作っていた（安居地区）

　・節分にはくじらと一緒に炊いて食べる(用居地区)

　こんにゃくのお話を聞くとともに、昔の暮らしや家では

こうだったなどいろんなお話を聞かせていただきました。

お邪魔した地区の方々ありがとうございました！

　仁淀川町には手づくりの“本物の食べもの”がたくさん

残っており、思い出や行事、暮らしとつながりが深いこと

を感じました。スーパーやコンビニなどどこででも同じも

のが流通している中、貴重な「食文化」だと思います。お

いしいものを次につなぐグループ作りができたらと考えて

います。

　１０月４日に開催された「くいしんぼマラソン in 仁淀

川町」では、給水所で「神楽みそ」をつけてランナーの方

に食べていただきました。こんにゃくの販売もさせていた

だき、「給水所で食べたのがおいしかった」というお声も

いただきました。その後、県外の方からご注文のお電話も

いただきました。ありがとうございました。

　お客さまと直接お話ができるのはとても楽しく、「おいし

い」という声が聞けることが何より嬉しいことを再確認しま

した。だんだんと寒くなっていきますが、こんにゃくのおいしい季節です。
　

　皆さんもこんにゃくのおいしい食べ方がありましたら、ぜひ教えてください。

ふる　き  　 あ 　 き 　 こ

～今月は古城亜希子隊員～
教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

教育相談　その二
　相談員の二つ目の活動②要保護児童対策地域協議会

の調整機関の活動についてお知らせします。

　児童福祉法に規定する要保護児童、並びに要支援児

童及び特定妊婦への適切な支援を図ることを目的に、

各市町村に「要保護児童対策地域協議会」（要対協）

が設置されています。

　虐待により尊い命が失われるニュースがあとを絶ち

ません。また、十分な養育が受けられずつらい思いをしている子どもたちの話も耳にします。町内

の子どもたちの生命を守り健やかに成長するようにお手伝いをするのが要対協です。

　支援対象は身体的虐待・心理的虐待・ネグレクト（育児放棄）・性的虐待及び健全な成長、発達

が阻害されることが予想される子どもたちです。子どもたちの身近にいる私たち大人が温かく見守

り、心配だなと思ったら遠慮なく相談していただけると有り難いです。これからも教育・保健・福

祉の方々と協力してより良い支援方法を考えていきます。「虐待かな？」と思ったら、いち早く下

記の窓口に連絡してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育相談員　山本佐智子）

　■窓口・問い合わせ

　　仁淀川町教育委員会　　　☎３５－００１９

　　仁淀川町教育研究所　　　☎３５－００１８

　　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８

　　池川健康福祉課　　　　　☎３４－２１１２

　　仁淀健康福祉課　　　　　☎３２－１１３２

児童相談所の全国共通ダイヤル

　　　

こちらもご利用ください。

☎１８９
いち はや  く

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

秋の全国交通安全運動中に各種イベントが開催されました

第５４回　交通安全高知県民大会

ご協力してくださいました関係者の方々、ありがとうございました。

また、全ての皆さま、運動期間中でなくても交通安全に注意をお願いします。

  11月19日高知市文化プラザかるぽーと（小ホール）にて開催され、佐川支部から56人の方が受賞されます。

  そのうち、仁淀川町の方は下記の通りです。受賞者の皆さま、おめでとうございます。

●
四
国
管
区
警
察
局
長

　四
国
交
通
安
全
協
会

　連
名
表
彰

　運
転
者

　
　西
森

　正
志 (

大
見
槍)

　
　片
岡

　和
栄 (

蕨
谷)

　
　鎌
倉

　陸
生 (

下
北
川)

●
全
日
本
交
通
安
全
協
会

　交
通
栄
誉
賞

　緑
十
字
銅
賞
表
彰

　運
転
者

　

　
　林 

　光 

材 (

田
村)

　
　松
本
松
太
郎 (

上
土
居
第
三)

　
　井
上

　利
二 (

岩
戸)

　
　岡
林
ヒ
デ
子 (

用
居)

　
　西
村

　道
子 (

寺
野) 

　
　谷
脇

　章  (

大
見
槍)

　
　井
上

　次
男 (

岩
丸)

　
　野
々
宮
正
輝 (

泉)

　
　藤
原

　芳
男 (

名
野
川)

　
　岡
林

　堅
一 (

下
北
川)

●
高
知
県
警
察
本
部
長

　高
知
県
交
通
安
全
協
会
長

　連
名
表
彰

　運
転
者

　

　
　藤
原

　正
豊 (

田
村)

　

　
　井
上

　福
擴 (

中
村)

　
　大
原

　幸
榮 (

藤
ノ
野)

　
　岡
本

　好
子 (

楮
原) 

　

  

　
　（
順
不
同
敬
称
除
く
）

　皆さん、こんにちは。仁淀川町に来て、早いもので３年目となりました。秋はおいしいものが

たくさんあります。栗やお芋、チャーテは大好物です！豊かな秋の味覚を楽しみたいと思います。

▲用居地区

▲舟形地区

試食の様子

話し合いをする関係者



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 11月号 《20》《21》 広報によど川 11月号

仁淀川町行事カレンダー（11月・12月）……… ………

広 告

町に納める収納金の今月の口座振替日は、

1 1月2 5日 (水 ) です。
※上記の日に引き落としができない場合

　の再度口座振替日は、12月10日 (木)
　となります。

口座振替日のお知らせ

仁
淀
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　堀
部

　貞
子

茶
立
虫
辞
書
も
隈
無
く

　
　
　
　
　
　
　読
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　田
村

　大
陸

鳶
三
羽
舞
ふ
て
見
下
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　運
動
会

　
　
　
　
　
　
　植
田

　秋
恵

戻
ら
ざ
る
一
日
一
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　惜
し
む
秋

　
　
　
　
　
　
　吉
田
豊
之
祐

彼
岸
花
そ
を
食
う
虫
を

　
　
　
　
　
　
　未
だ
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　岡

　稔
和

秋
の
夕
鳥
形
山
の
涙
か
な

　
　
　
　
　
　
　古
味

　幸
子

廃
屋
に
彼
岸
参
り
の
水
を
汲
む

　
　
　
　
　
　
　松
岡

　豊
子

も
て
な
し
の
小
鉢
に
映
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　柿
も
み
ぢ

　
　
　
　
　
　
　川
上

　純
子

未
来
ま
で
尽
き
る
こ
と
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　今
日
の
月

　
　
　
　
　
　
　古
味

　孝
子

各
々
の
一
族
よ
り
て

　
　
　
　
　
　
　稲
刈
り
終
ゆ

　
　
　
　
　
　
　市
川

　千
秋

月
の
膳
大
根
の
煮
付
け
母
の
味

　
　
　
　
　
　
　田
村

　千
草

朝
鵙
や
今
日
は
俳
句
の

　
　
　
　
　
　
　
　一
と
日
旅

藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

蛍
掌
に
卒
寿
の
齢
忘
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　小
崎

　千
恵

八
月
尽
手
首
に
ゆ
る
む

　
　
　
　
　
　

  

　時
計
か
な

　
　
　
　
　
　
　隅
田

　邦
子

秋
風
や
気
弱
な
母
の
声
便
り

　
　
　
　
　
　
　上
岡

　利
寿

赤
頭
巾
か
む
る
石
仏
稲
の
秋

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　幸
恵

新
涼
や
コ
ッ
プ
一
杯
朝
の
水

　
　
　
　
　
　
　片
岡
代
美
子

新
涼
と
い
ふ
フ
レ
ー
ズ
の

　
　
　
　
　
　
　響
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　尾
崎
マ
チ
エ

八
人
の
は
ら
か
ら
揃
う
初
の
盆

　
　
　
　
　
　
　藤
原
多
津
子

鳳
仙
花
幼
児
に
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　実
を
飛
ば
す

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　妙
子

ワ
ン
タ
ッ
チ
の
日
傘
は
軽
し

　
　
　
　
　
　
　リ
ハ
ビ
リ
へ

　
　
　
　
　
　
　井
上

　美
智

帰
省
客
去
り
て
媼
は
猫
と
居
る

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　房
子

ひ
ょ
い
と
来
て
風
と
消
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　片
岡
と
く
ぞ
う

ふ
た
り
し
て
芒
の
道
の
昔
唄

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉
い
ち
い
ち

山
影
や
水
着
と
り
ど
り
仁
淀
川

投
稿

俳
句　

　
　
　
　
　
　井
上
カ
メ
コ

も
く
せ
い
の
に
お
い
来
る
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　冬
支
度

　
　
　
　
　
　
　山
本

　
　邦

サ
ン
ダ
ル
に
あ
し
う
ら
さ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　庭
の
秋

　
　
　
　
　
　
　中
越

　勝
子

動
物
出
サ
ク
す
る
畑
や
山
の
秋

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　春
子

声
も
い
い
唄
も
う
ま
い
ね

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　秋
の
虫

　
　
　
　
　
　
　片
岡

　光
彦

広
重
の
城
静
か
な
り
柳
散
る

　

　
　
　
　
　
　
　片
岡
あ
け
び

夢
は
又
仁
淀
ブ
ル
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　故
郷
の
秋

よ
わ
い

せ
き
ぶ
つ

お
う
な

は
た

ひ
ろ
し
げ

さ

　と

　10
月
号
６
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
ま
し
た
、

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
吾
川
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
記
事
で
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

(

誤)

小
野 

悟
↓(

正)

小
野
悟
司

お
詫
び
と
訂
正

■問い合わせ
　高知労働局 賃金室
　☎０８８－８８５－６０２４

■１０月１８日からの
　高知県最低賃金は

高知労働局では、県内すべての
労働者に適用される「高知県最
低賃金」を改正し、１０月１８日
から施行することとしました。

土
長者DEキャンドルナイト
(長者おおいちょう前棚田16:40点灯)

中津渓谷紅葉まつり(中津渓谷10:00〜)

ｺﾂｺﾂｳｫｰｷﾝｸﾞ

、仁淀芸能祭(仁淀多目的研修集会
施設13:00〜)
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今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 仁

淀
川
町
の
特
産
物

「
い
り
も
ち
」を
5
名
様
に

　今
月
の
賞
品
は
、
別
枝
地

区
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
秋
葉

生
活
改
善
ク
ル
ー
プ
」
提
供

の
「
い
り
も
ち
」
で
す
。

　保
存
料
・
着
色
料
な
ど
を

使
わ
ず
、
町
内
の
自
然
豊
か

な
土
地
に
自
生
し
た
「
よ
も

ぎ
」
を
た
っ
ぷ
り
練
り
こ
ん

だ
生
地
に
あ
ん
こ
を
包
ん
で

焼
き
上
げ
た
お
も
ち
で
す
。

「
い
り
も
ち
」
の
作
り
手
と

し
て
、
高
知
県
が
選
定
す
る

「
土
佐
の
料
理

　伝
承
人

（
で
ん
し
ょ
う
び
と
）
」
に

も
名
を
連
ね
る
「
秋
葉
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
」
。
町
内
外

で
愛
さ
れ
て
い
る
そ
の
味
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　「
い
り
も
ち
」
を
購
入
し
た
い

方
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

広報によど川 11月号 《22》《23》 広報によど川 11月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「いりもち」を５名様に。

　　　　　（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成27年10月1日現在

  人　口6,003人 （-14）  

  　  男　2,796人　　　　　 

  　  女　3,207人　　　　　 

 　  世帯数3,211世帯（-2）     

9月中の届出

転入 11人　 転出  14人

出生   1人　 死亡 12人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成27年11月1日発行（No.124）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

仁淀川町観光特使 吉田類さん

の乾杯の合図で「仁淀川町のお

きゃく」が開宴しました。

（10月18日撮影　関連記事３Ｐ）

第124回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　11/18（水）必着表

紙
の
写
真

ド
ン
グ
リ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　常
識
の
な
い
こ
と 

2

　力
や
技
が
す
ぐ
れ
て
い
て
他
に
負
け
な

い

3

　他
と
区
別
さ
れ
た
個
人
と
し
て
の
自
我

4

　江
戸
時
代
、
夫
か
ら
妻
へ
の
離
縁
状
の

俗
称

5

　自
分
で
自
分
を
推
薦
す
る
こ
と

6

　か
わ
い
ら
し
い

10

　勲
功
を
表
彰
し
て
授
け
る
記
章

15

　人
手
を
加
え
る
こ
と
。
細
工
す
る
こ
と

16

　日
本
産
の
コ
イ
科
淡
水
魚
の
う
ち
、
中

型
で
細
長
い
体
型
を
も
つ
も
の
の
総
称

で
あ
る
。
ハ
エ
、
ハ
ヨ
と
も
呼
ば
れ

る
。

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1  

内
気
で
、
積
極
的
に
人
前
に
出
た
り
自

分
か
ら
行
動
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と

7  

女
子
の
生
徒
。
特
に
、
旧
制
度
の
女
学

校
の
生
徒

8

　物
事
が
他
よ
り
ま
さ
っ
た
状
態
に
あ
る

9  

長
い
文
章
を
幾
つ
か
の
ま
と
ま
っ
た
部

分
に
分
け
た
、
そ
の
一
く
ぎ
り

11

　定
温
・
卵
生
で
、
前
肢
が
翼
と
な
り
、

体
が
羽
毛
で
覆
わ
れ
た
脊
椎
動
物

12

　物
の
中
心

13 

多
く
の
人
々
を
指
図
し
て
、
統
一
あ
る

動
き
を
さ
せ
る
こ
と

14

　墓
の
し
る
し
に
建
て
る
石
材
製
品

　

16

　判
。
印
形

17

　古
く
か
ら
屋
根
材
や
飼
肥
料
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
き
た
草
本
の
有
用
植
物
の
総

称

18

　鳥
類
の
体
を
お
お
う
、
表
皮
が
角
質
化

し
た
も
の
。
鳥
の
は
ね

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　17
人

・
正
解
者
数

　17
人

・
正 

解 

者

　豊
永 
義
孝 
（
正
ノ
石
）

秋葉生活改善グループの皆さん

おいしいお茶のおともに
ぜひ、どうぞ！！

■注文・問い合わせ

　秋葉生活改善グループ

　代表者　中越 勝子

　☎０８８９－３２－２５９４

※『秋葉生活改善グルー

プ』の皆さんがつくっ

たいりもちは、仁淀川

町宿泊施設『秋葉の

宿』で販売していま

す。



「笑顔いっぱい、すくすく元気に育ってね！」

「元気にすくすく育ってね！　パパ・ママより」

広報によど川
平成27年11月1日発行（No.124）

2015

月号11

こ  み   　ゆう り

平成26年11月7日生
保護者 / 秀一・絢香

古味　佑理くん（田村）

み くに　   り  の

平成27年7月9日生
保護者 / 幸太・沙布

三國　理乃ちゃん（日鉄宮ケ坪）

はじめまして ・  　 ・   　・

清
流
に
紡
が
れ
た
仁
淀
川
町
　
合
併
１０
周
年
の
節
目
を
祝
う

森
分
団・池
川
分
団
Ｗ
優
勝
の
快
挙

長
寿
を
祝
っ
て 

〜
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
贈
呈
〜

心
も
お
腹
も
満
腹
　
く
い
し
ん
ぼマ
ラ
ソ
ン
in
仁
淀
川
町


